
 

 

平成２６年度の委員会運営方法について 

 

 【調査・研究テーマ案】 

生涯スポーツを通じた健康づくりの取り組みについて 

 

 

 （テーマ選定理由） 

横浜市は、４つのプロスポーツチームの拠点であり、世界トライアスロンシリーズ横

浜大会や横浜国際女子マラソン大会など、数多くの国際大会が開催されるとともに、2020

年には東京オリンピック・パラリンピックの開催が決まるなど、市民のスポーツに関す

る関心は今まで以上に高まっている。また、超高齢社会を迎える中、スポーツや運動を

通じてあらゆる世代の健康づくりを進めていくことは本市において大変重要な施策の一

つとなっており、こうした状況を踏まえて本特別委員会が本年度設置されている。 

あらゆる世代の健康づくりを進めていくためには、行政の取り組みや地域スポーツに

おける健康づくりの現況等を把握することが必須であり、本委員会の初年度として、行

政及び議会としての役割を再認識するべく、各ライフステージを通じた生涯スポーツに

よる健康づくりの取り組みについて、事例の検証、現地視察や専門家からの意見聴取な

どを行い、調査・研究を行う。 

 

 

  

健康づくり・スポーツ推進特別委員会 

平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ ０ 日 



 
   
 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会 説明内容 
 

調査・研究テーマ：生涯スポーツを通じた健康づくりの取り組みについて 
 
●育ち・学びの世代            【所管局：教育委員会／市民局】 

目標１ 子どもの体力向上方策の推進 

・学校・家庭・地域の連携による体力向上に向けた取り組み（取組２） 
【教育委員会】 

・子どもの体力向上事業の実施及び拡充（取組３） 【教育委員会／市民局】 
・部活動を含めた学校体育の取り組み           【教育委員会】 
・学校開放に関する取り組み（取組５）          【教育委員会】 
 
 
 
●働き・子育て世代（育ち・学びの世代及び稔りの世代含む） 

【所管局：市民局／教育委員会】 

目標２ 地域スポーツの振興 

・学校開放に関する取り組み（取組５ 再掲）       【教育委員会】 
・地域スポーツ団体や地域スポーツ・レクリエーション団体の取り組み 
（取組１１・１３）                    【市民局】 

・スポーツ推進委員の取り組み（取組１５）          【市民局】 
・体育協会の取り組み                    【市民局】 
・トップスポーツの取り組みの一貫としての女子スポーツの支援 【市民局】 
 
 
 
●稔りの世代及び障害者          【所管局：健康福祉局／市民局】 
目標３ 高齢者・障害者スポーツの推進 

・地域スポーツ団体や地域スポーツ・レクリエーション団体の取り組み 
（取組１１・１３再掲）                        【市民局】 

・100万人の健康づくり戦略の推進（取組２４）        【健康福祉局】 
・高齢者向けのスポーツ教室・イベントの実施（取組２５） 【健康福祉局】 
・地域の高齢者サークルの活動支援（取組２６）      【健康福祉局】 

・障害者スポーツに関する取り組み（取組２７～２９）   【健康福祉局】 
 
※目標及び取り組みについては横浜市スポーツ推進計画該当部分を記載 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会  
平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ ０ 日 
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よこはまウォーキングポイント事業概要 

  よこはまウォーキングポイント事業は、日常生活の中でウォーキングによる健康づくりに取り組んでい

ただく事業です。40 歳以上の市民の方であれば、参加登録申請をすることでどなたでも参加することがで

きます。 

参加者の方は送付された指定歩数計を使用し、市内店舗等に設置された専用リーダーに歩数計をかざす

ことでポイントをためることができ、たまったポイントは景品の交換や寄付等に活用できるため、楽しみ

ながら健康づくりに取り組むことができます。 

 

〈事業イメージ図〉 

 

 

１ 共同事業者が担う主な役割 

  今後本市と締結する協定に基づき、共同事業者は次の事業を行います。 

 (1)歩数計の供給（歩数計代は本市負担） 

(2)専用リーダーの設置店舗の確保・管理 

(3)市民が利用する公式ホームページの設置等、システムの開発・運用（開発費は本市負担） 

(4)参加者が継続して楽しめるような仕組み（歩数ポイントに応じた景品の交換・寄付等）の提供 

 

２ 参加登録目標数 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 

新規登録者数 ５万人 10 万人 10 万人 ５万人 

登録者総数 ５万人 15 万人 25 万人 30 万人 

 

３ 今後の予定 

   ７月上旬 協定締結（協定期間：締結日から平成 30 年３月 31 日まで） 

    ９月   市民からの事前申込み受付開始 

   10 月   事前申込みされた市民へ歩数計を送付 

   11 月   事業開始 

 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会

平 成 2 6 年 ６ 月 ３ ０ 日

健 康 福 祉 局



元気づくりステーション事業 

 
１ 概 要 

  高齢者が、主体的・継続的に介護予防に取り組む「グループ活動」を広める事業 

です。身近な場所で、「楽しく」「仲間と」「続ける」ことで健康づくり・介護予防に 

取り組みます。 

 

２ グループ活動 

（１）活動内容 

   体操、ウォーキング、認知症の予防に関することなど様々な活動 

   （例）公園ウォーキングの会、サロンでの体操 など 

（２）活動頻度 

   月 1 回～週 1 回程度 (定期的に継続的に活動できるよう支援します。) 

（３）対  象 者 

おおむね 65 歳以上の方 10 人程度から 

   ※65 歳未満で活動に興味のある方、意欲のある方、グループの支援をされる方 

も参加可能 

（４）活動場所 

   公園、町内会館、民間のスペースなど 

（５）グループ数 

   平成 26 年 6 月 30 日現在 119 グループ（3,731 人） 

 

３ 区役所・地域包括支援センターが行うこと 

（１）地域、区域のアセスメント（地区診断）   

  ア 高齢者の健康課題の明確化や課題解決策の検討を行います。 

  イ 地域の特性を活かしてグループ活動を広げます。 

（２）活動の立ち上げ・グループ活動への支援 

グループの活動状況に応じて、必要な支援を行います。 

（講師派遣、教材提供、運営相談等） 

（３）人材の育成 

  ア 活動を支える人材の育成 

  イ 養成したボランティア等の新たな活動の場の提供 

 

          

                          裏面あり 
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  障害者スポーツの推進 

 

１  横浜市スポーツ推進計画の取組状況 

【取組２７】地域への障害者スポーツに関するノウハウの浸透 

◆各区スポーツセンター等の職員への定期的な研修 

◆地域のスポーツ指導者への人材養成講座（障害者のニーズや対応） 

        ・初級障害者スポーツ指導員養成講座  ４回（53人） 

    ・ステップアップ研修会  ２回（48人） 

・身近な地域における活動団体への講師派遣 ４回（106人） 

        ・障害者スポーツボランティア養成入門講座  10回（62人） 

   

  【取組２８】障害者スポーツの場の確保と種目の普及 

◆各区スポーツセンターや地区センターなど地域資源と連携した「場」の確保 

◆地域で自主的に取り組みやすい種目の普及 

        ・地域におけるスポーツ教室  93回（1,809人） 

 ・地域の自主活動グループ（サークル）への支援  60回（1,218人） 

        ・介護予防系プログラム  4回（263人） 

        ・地域のボランティア対象の研修  1回（70人） 

 

    【取組２９】 障害者団体と地域団体との連携・協力 

◆障害者団体や地域団体とのネットワークの構築（情報交換・団体同士の交流） 

  ・区内ネットワークの構築支援 

（関係機関等との定期的な連絡会開催：５区（鶴見、旭、金沢、戸塚、瀬谷）） 

         

２  横浜市障害者スポーツ文化センター 横浜ラポールの運営 

  ・横浜市における障害者のスポーツ及び文化活動等を推進する中核施設として設置 

・障害者スポーツに関しては、初心者に重点を置く「スポーツ人口の拡大」とスポーツを通した

「自立支援」を中心とした事業を実施 

・医療と連携したリハビリテーションスポーツに関する相談指導 

・横浜市障害者スポーツ大会「ハマピック」の開催及び全国障害者スポーツ大会に向けた選手強

化と派遣 

 

【施設概要】 

所在地（開設年月日） 横浜市港北区鳥山町１７５２番地   平成４年８月 28日 

施設構造・面積 地上３階地下１階 （敷地面積：16,257㎡  延床面積：28,818㎡） 

スポーツ施設・設備 プール、大体育室、小体育室、フィットネス、屋外グラウンド、地下

グラウンド、ボウリングルーム、テニスコート 

25年度利用者数 延べ 444,254人（うちスポーツ施設利用者数 274,126人） 
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